
【取組内容】 学習支援ソフトやホワイトボードソフトを活用した情報活用能力の育成

成田市立西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

○英語科プレゼンテーション活動を通して

【学習支援ソフト】
収集した情報をシートにまとめて
整理した。

【ホワイトボードソフト】
調べた内容を言語化して投稿。互いの
情報を比較し、新たな情報を収集した。

【プレゼンテーションソフト】
グループで資料を作成し、プレゼンテーションを行った。

英語の授業では、学習支援ソフトや
ホワイトボードソフトを使ってプレゼ
ンテーション活動を行った。成田市に
は多くの外国人観光客が訪れるため、
テーマを「外国人観光客に向けた観光
プランを提案する」とし、生徒にとっ
て身近で興味深い内容にした。
活動の過程では、生成AIやALTとの会

話を通じて、外国人観光客が求める情
報を精査した。また、インターネット
を利用して観光客のニーズに基づいた
調査活動を進め、自分で必要な情報を
選ぶスキルの強化を目指した。さらに、
ホワイトボードソフトやプレゼンテー
ションソフトを用いて、得た情報を他
の人に効果的に伝えたり、その情報を
比較したりした。
この活動を通して、必要な情報を選

択する力や、得た情報を表現する力が
高まった。また、地元について知る活
動を通して、生徒の郷土愛の育成も期
待できる。



【取組内容】  Web上のホワイトボードサービスを活用した会議

成田市立西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】



【取組内容】 Google Chat を活用した教職員間の報告・連絡・共有

成田市立西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【Chatでの職員連絡】
職員会議資料や職員への急な連絡、
時間割の変更やフォームの入力依頼
など、Chatで連絡している。

【Chatで生徒の状況把握】
学年ごとにChatで遅刻欠席の連絡
の確認や、保健室の利用状況など、
生徒の様子をリアルタイムに共有し
ている。

【ChatでLDX推進】
Chatで研修で学んだことや動画、
便利なサイトなど共有をしている。


